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Ⅵ-3-1-3 クラス２機器の強度計算の基本方針 
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1. 概要 

  クラス２機器の材料及び構造については，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術

基準に関する規則」（平成 25 年 6 月 28 日 原子力規制委員会規則第六号）（以下「技術

基準規則」という。）第 17 条第 1 項第 2 号及び第 9 号に規定されており，適切な材料を

使用し，十分な構造及び強度を有していることが要求されている。 

  本資料は，クラス２機器のうち材料及び構造の要求が追加又は変更となる以下の機器

が十分な強度を有することを確認するための強度計算の基本方針について説明するもの

である。 

・「放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備」 

の改造に伴い強度評価が必要となる管 

 

2. クラス２機器の強度計算の基本方針 

  クラス２機器の材料及び構造については，技術基準規則第 17 条（材料及び構造）に規

定されており，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解釈」（平

成 25 年 6 月 19 日 原規技発第 1306194 号）第 17 条 11 において「発電用原子力設備規

格 設計・建設規格（2005 年版（2007 年追補版含む。））＜第 1 編軽水炉規格＞ＪＳＭＥ 

Ｓ ＮＣ１-2005/2007」（日本機械学会）又は「発電用原子力設備規格 設計・建設規格

（2012 年版）＜第 1 編軽水炉規格＞  ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１-2012」（日本機械学会）

によることとされているが，施設時にＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１-2005/2007 又はＪＳＭＥ 

Ｓ ＮＣ１-2012 が適用されていない設計基準対象施設については，施設時に適用され

た規格によることと規定されている。同解釈において規定されるＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１

-2005/2007 及びＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１-2012 は，いずれも技術基準規則を満たす仕様規

定として相違がない。 

  よって，クラス２機器のうち「放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備」の改造を実施する機器の評価はＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１

-2005/2007 による評価を実施する。 

  なお，クラス２機器を同位クラスである重大事故等クラス２機器として兼用し，重大

事故等時の使用条件に設計基準の使用条件が包絡され，重大事故等時における評価結果

がある場合は，材料，構造及び強度の要求は同じであることから，設計基準の評価結果

の記載は省略する。 
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